
節電・省エネソリューション企業成長に導くための
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
度
目
の
夏
が
や
っ
て
く
る
。
政
府
は
今
夏
の
電
力
需
給

対
策
と
し
て
数
値
目
標
を
伴
う
節
電
要
請
を
昨
年
に
続
き
見
送
っ
た
。
た
だ
、
電

力
料
金
の
値
上
げ
が
全
国
的
に
広
が
る
中
で
電
気
使
用
の
低
減
努
力
は
も
ち
ろ

ん
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
し
持
続
あ
る
企
業
活
動
の
た
め
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
使
用
の
在
り
方
を
再
考
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
な
経
営
課

題
だ
。
近
年
で
は
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
各
現
場
で
省
エ
ネ
の
た
め
に
知
恵
を
絞

っ
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
し
、
生
産
性
ア
ッ
プ
に
よ
る
企
業
成
長
を
も
た
ら
す

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

夏
シ
ー
ズ
ン
の
環
境
対
策
「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
は

今
年

年
目
と
な
り
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る

継
続
で
き
る
対
策
を
見
え
る
化
デ
ー
タ
分
析

コンパクトな制御サーバでＩＰ
ネットワークに統合 内田洋行

２０１４年度夏季電力需給対策の概要
○沖縄電力管内を除く全国で節電への協力を要請

○中部・西日本の電力各社に、需給調整契約などで６月末までに供給予備力
　を積み増すように要請

○火力発電所の計画外停止を最大限回避するため電力各社に、６月末までに
　全国で火力発電所の総点検を行い、結果を政府に報告するように要請

○中部・西日本で自家発電設備の増強などを行う事業者に対して補助を実施

○中部・西日本を中心に大規模な「節電・省エネキャンペーン」を実施

○猛暑による需要の急増や発電所の計画外停止の状況などを不断に監視し、
　必要に応じて追加対策を検討

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
一
元
管
理
生
産
性
や
利
便
性
を
向
上

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ５月３０日 金曜日 　　

　
こ
う
し
た
中
で
、
生
産
性

や
利
便
性
向
上
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
ト

コ
ル
の
中
央
監
視
・
制
御
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て

い
る
の
が
オ
フ
ィ
ス
関
連
機

器
な
ど
を
手
が
け
る
内
田
洋

行
だ
。
ビ
ル
や
物
流
施
設
な

ど
で
は
、
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
導
入
が

み
ら
れ
る
が
、照
明
、空
調
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
各

設
備
は
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
仕

様
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
必
要
な
通
信
規
格
も
オ

フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
と
設
備
系
で

異
な
り
、
管
理
業
務
が
煩
雑

に
な
り
が
ち
だ
。

　
同
社
で
は
こ
れ

ら
個
別
の
設
備
管

理
シ
ス
テ
ム
の
情

報
を
複
数
の
オ
ー

プ
ン
プ
ロ
ト
コ
ル

に
対
応
し
た
制
御

サ
ー
バ
を
介
し
、

標
準
の
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
に
統

合
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
。

こ
の
た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
で
設
備
を
一
元
的
に
閲

覧
し
た
り
、
エ
リ
ア
ご
と
に

き
め
細
か
な
操
作
が
可
能
と

な
る
。
欧
州
な
ど
で
は
オ
ー

プ
ン
プ
ロ
ト
コ
ル
の
中
央
監

視
シ
ス
テ
ム
採
用
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
国
内
で
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
と
い
う
。

　
空
調
や
照
明
な
ど
の
制
御

に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
必
要
の

な
い
無
線
対
応
型
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
な
ど
と
連
動
さ
せ

る
。
こ
れ
ら
セ
ン
サ
ー
デ
バ

イ
ス
類
は
ド
イ
ツ
の
エ
ン
オ

ー
シ
ャ
ン
が
開
発
し
た
通
信

プ
ロ
ト
コ
ル
を
採
用
。
ス
イ

ッ
チ
を
オ
ン
・
オ
フ
と
い
っ

た
少
し
の
動
作
や
微
弱
な
光

な
ど
の
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
無
線
通
信
を
行
う

た
め
、
ス
リ
ム
な
シ
ス
テ
ム

構
築
と
と
も
に
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
な
く
安
定
し
た

運
用
が
可
能
だ
と
い
う
。

　
４
月
に
山
形
県
天
童
市
で

稼
働
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
向
け
弁
当
な
ど
の
工

場
で
の
導
入
事
例
で
は
電
力

需
要
、動
力
、温
水
、蒸
気
、ガ

ス
、
圧
縮
空
気
、
排
水
量
な

ど
工
場
内
の
設
備
稼
働
状
況

や
使
用
量
を
一
元
管
理
し
、

設
備
運
用
の
省
力
化
に
役
立

て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
企
業
は
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
削
減
だ
け
で
な
く
、

生
産
性
や
利
便
性
、
快
適
性

も
踏
ま
え
て
改
善
し
て
い
く

ニ
ー
ズ
が
強
ま
っ
て
い
る
」

内
田
洋
行
ス
マ
ー
ト
ビ
ル

事
業
推
進
部

と
し
、
既
存

ビ
ル
や
物
流
施
設
、
工
場
、

商
業
施
設
な
ど
に
幅
広
く
提

案
を
広
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　
政
府
は
今
夏
の
電
力
需
給

対
策
で
は
電
力
各
社
の
事
業

区
域
ご
と
に
節
電
目
標
を
数

値
で
示
す
の
を
２
年
連
続
で

見
送
っ
た
。
た
だ
、
関
西
電

力
や
九
州
電
力
は
電
源
周
波

数
が
異
な
る
東
日
本
か
ら
電

力
融
通
を
受
け
て
も
、
電
力

の
供
給
余
力
を
示
す
「
予
備

率
」
が
い
ず
れ
も
３
％
ち
ょ

う
ど
と
、
安
定
供
給
に
必
要

な
最
低
限
の
水
準
に
な
る
。

　
こ
の
た
め
両
社
を
含
む
中

部
・
西
日
本
の
電
力
各
社

は
、
大
口
需
要
家
と
の
契
約

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
電

力
使
用
の
比
重
を
昼
間
か
ら

夜
間
へ
移
す
代
わ
り
に
料
金

を
割
り
引
く
「
計
画
調
整
契

約
」
、
ま
た
需
給
が
逼
迫
し

ひ
っ
ぱ
く

た
時
に
電
力
使
用
量
を
一
時

的
に
制
限
す
る
「
随
時
調
整

契
約
」
に
切
り
替
え
る
よ
う

に
要
請
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
特
に
関
西
・
九
州

電
力
地
区
を
中
心
に
、
電
力

供
給
不
安
は
ま
だ
ぬ
ぐ
え
な

い
と
言
え
る
。

　
影
響
を
避
け
ら
れ
な
い
企

業
の
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
で

は
、
電
力
料
金
の
値
上
げ
や

消
費
増
税
な
ど
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
お
り
、
省
エ
ネ
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
引
き

続
き
活
発
だ
。
電
気
使
用
量

の
多
く
を
占
め
る
照
明
や
空

調
の
見
直
し
、
工
場
屋
根
へ

の
遮
熱
塗
料
な
ど
の
施
工
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

大
限
の
取
り
入
れ
を
実
施
し

て
い
る
所
も
増
え
て
き
た
。

　
継
続
で
き
る
省
エ
ネ
対
策

を
考
え
る
上
で
基
本
と
な
る

の
は
、
ど
の
時
間
帯
に
ど
れ

だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、

そ
の
利
用
が
適
正
か
ど
う
か

を
知
る

見
え
る
化
シ
ス
テ

ム

。
一
定
以
上
の
電
気
を

使
う
と
警
報
音
が
鳴
る
と
い

っ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
連

動
し
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
る
も
の
な
ど
多
様
な
シ
ス

テ
ム
が
市
場
に
出
て
い
る
。

　
特
に
製
造
業
で
は
各
種
機

械
設
備
の
停
止
時
、
稼
働

時
、
高
速
運
転
時
な
ど
き
め

細
か
く
デ
ー
タ
を
分
析
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
変
圧
器
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
、
力
率
改
善

コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
圧
縮
機
と

い
っ
た
各
産
業
用
電
気
機
器

の
細
か
な
使
用
方
法
の
見
直

し
も
重
要
と
な
る
。

　
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン

熱
電
併
給

の
活
用

や
、
万
一
に
備
え
た
自
家
発

電
や
蓄
電
池
の
導
入
な
ど
も

盛
ん
。
さ
ら
に
は
工
場
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
全
体
の
使
用

実
態
を
監
視
し
制
御
を
一
元

化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｆ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

な
ど
の
普
及
も
急
が

れ
て
い
る
。


